
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
こ
の
木
簡
も
原
料
銅
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
大
原
郡
佐
世
郷
と
大
量
の
銅
剣
を
出
上
し
た
荒
神

谷
遺
跡

（出
雲
郡
健
部
郷
）
と
は

一
〇
血
ほ
ど
離
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
注
離
さ
れ
る
。

⑫
は
、
智
識
（知
識
）
と
し
て
施
入
さ
れ
た
銭
二
百
文
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た

付
札
で
、
天
平

一
五
年

一
〇
月

一
〇
日
に
出
さ
れ
た
大
仏
建
立
の
詔
の
趣
旨
に

基
づ
い
て
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
。

（中
井
一
夫
・
和
田
　
率
）

奈
良
・藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

・
鯨
町

。
四
分
町

２
　
調
査
期
間
　
　
内
一異
東
外
郭
地
域
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
ご

一月
？

一
九

八
九
年
五
月
、
官
西
南
部
地
域
　
一
九
八
八
年
四
月
を
五

月
、
西
方
官
衛
地
域
　
一
九
八
八
年
八
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
舟
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
行
跡

６
　
澄
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

一　
内
裏
東
外
郭
地
域

（第
五
八
次
調
査
）

調
査
地
は
藤
原
官
内
裏
東
外
郭
地
域
の
東
南
部
に
当
り
、
第
五
五
次
調
査
区

（
一
九
八
七
年
調
査
）
の
南
方
で
、
第
二
次

（
一
九
七
〇
年
調
査
）
。
第
四
次

（
一
九

七
一
ｔ
七
二
年
調
査
）
両
調
査
区
に
南
北
を
狭
ま
れ
る
位
置
に
あ
る
。
調
査
面
積

は
約
五
〇
〇
〇
ゴ
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
古
墳
時
代

・
七
世
紀
後
半

・
藤
原
宮

期

。
平
安
時
代
な
い
し
は
中
世
の
各
時
期
に
属
す
る
。
藤
原
官
期
の
遺
構
に
は
い

東
大
構
ｓ
Ｄ
一
〇
五
、
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
の
西
方
に
あ
る
内
裏
東
外
郭
を
画
す
る
掘

立
柱
塀
Ｓ
Ａ
八
六
五
と
そ
の
東
西
に
接
し
て
流
れ
る
二
条
の
南
北
溝
ｓ
Ｄ
八
六

九

・
Ｓ
Ｄ
八
七
五
、
ま
た
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
の
東
方
に
あ
る
二
条
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
八
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五
二

・
Ｓ
Ｄ
八
五
〇
と
東
方
官
衛
の
西
方
を
限
る
掘
立
柱
塀
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
、
東
大
溝
ｓ
Ｄ
一
〇
五
か
ら
八
六
点

↑
っ
ち
削
暦
二
一
点
）、
南
北
溝

Ｓ
Ｄ
八
五
〇
か
ら
二
四
三
点
（ヽ
９
ち
削
暦
〓
三
二
点
）、
土
城
か
ら

一
〇
点
、
合
計

三
三
九
点
が
出
土
し
た
。
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
は
、
堆
積
層
が
三
層
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
中
層
と
下
層
が
藤
原
宮
期
に
属
す
る
溝
で
、
上
層
は
藤
原
宮
期
の
東

大
溝
が
埋
め
ら
れ
て
の
ち
、
平
安
時
代
に
再
度
溝
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
木
筒
は
、
中
層
お
よ
び
下
層
か
ら
瓦

・
土
器

。
木
器
や
多
量
の
加
工
木

片
な
ど
と
と
も
に
出
上
し
た
。
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
八
五
〇
も
堆
積
層
が
三
層
あ
り
、

上
層
は
平
安
時
代
の
溝
で
、
中
層
と
下
層
が
藤
原
官
期
の
溝
で
あ
る
。
木
筒
は

中
層
と
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
ま
た
土
城
は
今
回
新
た
に
確
認
し
た
官
衝
ブ
ロ

ッ
ク
の
西
北
隅
部
に
掘
ら
れ
た
大
規
模
な
も
の
で
、
調
査
区
外
東
方

へ
延
び
る

た
め
に
規
模

・
形
状
な
ど
は
確
定
し
難
い
。
木
簡
は
硯
や
加
工
木
片
な
ど
と
と

も
に
出
土
し
て
お
り
、
土
墳
は
官
衛
内
部
の
塵
芥
処
理
の
た
め
に
掘
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡

一
〇
点
は
い
ず
れ
も
腐
蝕
の
著
し
い
断
片
で
あ
る
が
、

同

一
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

一
の
木
筒
の
断
片
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

一
一　
宮
西
南
部
地
域

（第
五
八
十
一
次
調
査
）

調
査
地
は
藤
原
官
の
西
南
部
に
当
り
、
調
査
は
官
西
面
南
門
の
位
置
と
官
に

先
行
す
る
条
坊
遺
構
で
あ
る
五
条
大
路
の
規
模
を
確
認
す
る
目
的
で
実
施
し
た
。

調
査
面
積
は

一
七
〇
ド
で
、
調
査
区
の
南
端
は
第

一
〇
次
調
査
区
全
九
七
三
ぞ

七
四
年
調
査
）
と

一
部
重
複
す
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
に
は
、
藤
原
官
期
の
西
面
大
垣
Ｓ
Ａ
二
五
八
と
西
面
内

濠
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
、
お
よ
び
諜
原
官
に
先
行
す
る
時
期
に
属
す
る
五
条
大
路
の

官
内
延
長
部
と
そ
の
南
北
両
側
溝
が
あ
る
。
な
お
当
初
検
出
を
予
想
し
て
い
た

西
面
南
問
は
削
平
さ
れ
て
お
り
、
大
垣
の
取
り
付
き
部
分
を
確
認
す
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
し
か
し
第

一
〇
次
調
査
区
で
検
出
し
た
西
面
大
垣
の
北
端
か
ら
北

ヘ

さ
ら
に
二
間
分
の
柱
穴
を
確
認
し
、
以
北
に
は
延
び
な
い
こ
と
や
藤
原
宮
に
お

け
る
他
の
官
城
門
の
調
査
事
例
を
考
慮
す
る
と
、
柱
穴
の
な
い
箇
所
に
西
面
南

門
Ｓ
Ｂ
六
三
五
〇
が
存
在
し
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

木
簡
は
西
面
内
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
〇
か
ら

一
三
六
点

今
つ
ち
削
暦
一ハ
七
点
）
が
出

上
し
た
。
西
面
内
濠
Ｓ
Ｄ
一
四
Ｏ
Ｏ
は
幅

一
・
六
―
二
。
一
ｍ
、
深
さ
○

・
七

ｉ
Ｏ

。
九
ｍ
あ
り
、
堆
積
は
四
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
簡
は
最
下
層

を
除
く
上
三
層
か
ら
出
土
し
た
。
ま
た
最
下
層
に
は
木
材
の
削
層
が
含
ま
れ
て

お
り
、
最
上
層
か
ら
は
多
量
の
瓦
が
出
土
し
た
。
木
簡
の
ほ
か
に
は
瓦

。
土
器

・
木
器
お
よ
び
鉱
物
性
薬
物
と
考
え
ら
れ
る
鉱
物
類
が
出
土
し
て
い
る
。

〓
一　
西
方
官
衝
地
域

（第
五
九
次
調
査
）

調
査
地
は
官
西
方
官
衛
地
域
に
当
り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
に
よ
る
と
、

こ
の
地
域
は
遺
構
が
比
較
的
稀
薄
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
調

査
は
、
こ
の
地
域
の
藤
原
宮
期
に
お
け
る
土
地
利
用
状
況
の
把
握
と
、
ま
た
こ

の
あ
た
り

一
帯
に
広
が
る
弥
生
時
代
の
集
落
遺
跡
四
分
遺
跡
に
関
わ
る
遺
構
の

検
出
な
ど
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
面
積
は
二
六
七
三
♂
。

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
上
層
と
下
層
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
下
層
の
遺

構
は
弥
生
時
代
に
属
し
、
上
層
の
遺
構
は
古
墳
時
代

・
七
世
紀
後
半

。
藤
原
官



期
の
各
時
期
に
属
す
る
。
下
層
の
弥
生
時
代
の
遺
構
は
調
査
区
の
南
東
隅
と
西

南
隅
で
部
分
的
に
調
査
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
弥
生
時
代
の
水
田
跡
を
検
出

し
た
。
上
層
の
遺
構
の
う
ち
古
墳
時
代
の
遺
構
は
土
城
だ
け
で
あ
る
が
、
七
世

紀
後
半
に
属
す
る
遺
構
に
は
掘
立
柱
建
物
三
棟
と
井
戸

一
基
が
あ
り
、
ま
た
藤

原
官
期
の
遺
構
に
は
掘
立
柱
建
物
二
棟
、
掘
立
柱
塀
二
条
、
井
戸

一
基
が
あ
る
。

木
簡
は
七
世
紀
後
半
に
属
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
六
二
八
〇
か
ら
二
点
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｅ
六
二
八
〇
は
二
段
の
円
形
掘
形
を
有
し
、
現
状
で
は
上
段
が
径
二

・
五
ｍ
、

下
段
が
径
約
○

・
八
ｍ
で
、
深
さ
は
約

一
・
九
ｍ
あ
る
。
木
簡
の
他
に
は
、
外

面
に
、
つ
ま
み
の
部
分
を
中
心
と
し
て
蓮
華
紋
や
。ハ
ル
メ
ッ
ト
紋
な
ど
を
巡
ら

し
、
「仏
」

「法
」

「僧
」
な
ど
と
墨
書
し
た
須
恵
器
の
外
蓋
、
斎
串
、
手
斧
の

柄
、
瓢
箪
の
皮
、
桃
の
種
子
な
ど
が
あ
る
。
な
お
井
戸
Ｓ
Ｅ
六
二
八
〇
は
、
底

の
平
面
形
が
長
方
形
で
あ
る
こ
と
や
井
戸
枠
を
据
え
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
な

・ど
か
ら
、
井
戸
と
し
て
実
際
に
使
用
さ
れ
た
か
否
か
に
疑
間
が
残
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
内
裏
東
外
郭
地
域

東
大
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
五

①

　

「
建
部
君
百
足

語
部
君
尾
勝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕］受
〕受
卜
ｏ伽ｒ

②

　

七
日
大
史
従
七
位
上
回
同
国
□
□
　
　
　
　
（恙
×
ｅ
溢

Φ歯

③
　
。
「
日
□
□
□
□
十
六
人
　
　
」

。
「
八
月
十
四
日
八
月
十
四
日
」

④
　
・「日
□
殿
分
�
勃判和
気
　
」

。
「
一醜
将
犬
万
呂
八
嶋
列
剛
マ
吉
」

⑤
　
。
「
＜
鈴
鹿
郡
高
官
里
」

名

＜
戊

一
斜

　

　

」

⑥

　

「
味
蜂
間
郡
胡
床
油

一
斗
九
升

〔丙
申
年
≧

⑦
　
。
「
＜
□
□
□
七
月
三
野
□
山
方
評
＜
」

。
「
＜
大
桑
里
□
口
□
安
□
藍

一
石
＜
」

③

　

「
＜
坂
越
里
ロ

マ
ロ
□

⑨

　

「
＜
美
奈
伎
郡
志
自
弥
里
灰

一
斜
」

⑩
　
。
「
＜
周
方
国
佐
波
評

。
「
＜
牟
々
礼
君
回
利

①
　
。
「
日
日
――
日
回
郡
栗
回

。
「
大
宝
二
年
十
月
十
七
日
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□
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＋
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Ｍ
鍋
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「国
早
瞳
坐
」
ワ
イ
暫
剥
①
の
碁
畢
平
平
ｑ
聖
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1988年出上の木簡

⌒      9 （武
蔵
国
）
の
よ
う
な
古
様
な
国
名
表
記
を
採
る
木
簡
が
出
土
し
た
の
に
対
し
て
、

郡
名
を
記
し
た
木
街
が
出
上
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
今
回
出
土
し
た
薬
物

・
薬

種
の
貢
進
や
保
管

。
支
給
な
ど
に
関
す
る
木
簡
が
評
制
施
行
期
、
す
な
わ
ち
浄

御
原
令
制
下
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑨
ぞ
の
は
薬
種
の
保
管
に
関
す
る
付
札
。
木
簡
に
見
え
る
薬
種
は
種
々
多
様
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
量
目
に
十
斤

・
五
斤

。
一
斤
と
記
し
た
も
の
が
比

較
的
多
い
点
は
、
薬
種
の
保
管
形
態
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
留
意
さ
れ
る
。
ま

た
⑫
の

「黒
石
英
」
や
い
の

「石
流
黄
」
な
ど
鉱
物
性
薬
物
が
見
え
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
。
の
は
三
字
目
が
判
読
で
き
な
い
が

「寮
」
で
は
な
い
。
そ
の
他
、

削
暦
に

「□
群
阿
曽
美
」、
「□
伊
美
伎
」、
「□
宿
祢
」
な
ど
人
名
の
一
部
を
記

し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
「阿
曽
美
」
や

「伊
美
伎
」
は
姓

「朝
臣
」

や

「忌
寸
」
の
古
い
表
記
で
あ
り
、
先
に
指
摘
し
た
出
土
木
簡
の
年
代
観
と
も

矛
盾
し
な
い
。
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